
 
AES リペイントキットマニュアル Version 1.0 

 
 
動作環境(System Requirements) 
120MB の HDD 空き容量 
フォトショップファイル(PSD フォーマット)編集出来るツール 
FS SDK に収録されている「Mircosoft Imagetool」もしくは、Martin Wright 氏の「DXTBMP」 
http://www.mwgfx.co.uk/programs/dxtbmp.htm 
 
コピーライト(Copyrights) 
あなたがアップロードしたファイルを使用する権利を全てのユーザーは有します。しかし、あなたの許可無く

商用利用する事は出来ません。リペイントキット自体の権利はエアロソフト社に残り、あなたが作成した部分

の権利はあなたに属します。ロゴ等を使う場合はご自身で責任を持ち、他者の権利を害さないよう、ご注意く

ださい。係争は望みませんので、もし権利元から要請が有りました場合はあなたのファイルを削除する可能性

もあります。利便性向上の為にも、ファイルへはあなたのお名前と解説を添付されるようご協力をお願いいた

します。 
 
インストール(Installation) 
まず、バージョン 2.23 以上の AES がインストールされている必要があります。 
次にお好きな場所にフォルダを作成して、リペイントキットを解凍してください。 
解凍先には“Vehicles”というサブフォルダが有り、各車両毎に PSD ファイルが収録されています。 



 
アドビフォトショップ PSD ファイル(Adobe Photoshop PSD Files) 
各車両の PSD ファイルはレイヤー毎に分けられており、このファイルから BMP ファイルを作ります。車両

のモデルによって PSD ファイルの構成は変わってきますが、リペイント作業に必要な形を保持しています。 
 
それぞれの PSD ファイルは夜間テクスチャー「Night-texture (*_LM.BMP)」用のレイヤーを含んでいます。 
 
テクスチャーファイル名の規則(Naming of the Texture Files) 
全ての車両のテクスチャーは次の方式で名前が付けられています。 
AES-VN-<vehicle ID>-<Texture ID>.BMP 
AES-VN-<vehicle ID>-<Texture ID>_LM.BMP（夜間テクスチャー） 
 
車両 ID(Vehicle ID) 
<vehicle ID>はどの車両のファイルかを識別します。02-01 だとしたらロングバスである事が分かります。 
この ID は変更しません。 
Vehicle ID 車両の種類 
01-04 Pushback towless medium 
01-05 Pushback towless big 
01-11 Pushback tow small 
01-15 Pushback tow big 
01-99 Pushback towbar 
02-01 Bus long 
02-02 Bus short 
03-01 Stair open small 
03-02 Stair open big 
04-01 Container loader medium 
05-01 Beltloader medium 
06-01 Cleaning Crewvan 
06-10 Followme Vito 
07-01 Catering 01 half Cabin 
07-02 Catering 02 low Cabin 
07-03 Catering 03 std Cabin 
07-04 Catering 04 big A380 
07-10 Waterservice 
07-15 Fuelpump 
07-30 Deiceing 
 



 
テクスチャーID(Texture ID) 
<Texture ID>は 4 桁で、デフォルトテクスチャーは「0000」と決まっています。 
「0000」は今後の AES のアップデートで上書きする可能性がありますので、リペイントには使用しないでく

ださい。 
 
現在の AES では二種類の ID を使うことが出来ます。 
 
タイプ１：<Texture ID> = XXXX (4 文字) 
この場合、リペイントテクスチャーは全ての空港でデフォルトとして使用されます。 
 
タイプ 2: <Texture ID> = ICAO コード。フランクフルトの場合は「EDDF」。 
ICAO コードを設定したテクスチャーは該当の空港でしか表示されません。 
 
リペイントの作成中はテストを頻繁にする事になりますので、XXXX タイプの ID を使ってください。後述し

ますが、リペイントヘルパー機能はテクスチャーの確認を容易にする機能で、ニュルンベルク空港(EDDN)
で使用します。 
 
特定の空港用に作成したリペイントの場合、リペイントのチェックまで完了してアップロードする前段階で名

前の XXXX 部分を ICAO コードにしてください。複数の空港で使うケータリングトラックのような車両では

XXXX のままにしておけば、ユーザーが必要に応じて自分でファイル名を変えるでしょう。 
 
将来のプラン(Future Plans?) 
現在は上記のようにシンプルな TextureID を採用していますが、将来的にはエアラインコードやサービス 
エージェント毎に割当てられるようなツールを提供したいと考えています。とは言っても、まだまだ構想段階

ですが‥ 
 
AES テクスチャービットマップのフォーマットの役割(Format roles of the AES Texture 
BMP’s) 
あなたが作るテクスチャーは FS2004 と FSX の両方で使えるようにしてください。従って以下の事に注意が

必要です。 
 
FS2004 や FSX の Microsoft SDK に入っている「Imagetool.exe」を使うか、マーチン・ライト氏が提供して

いる「DXTBMP」というツールをダウンロードして使ってください。 



 
アルファチャンネル無し、ミップマップ有りで BMP を DXT1 ファイルに変換します。 
技術的な問題から、現在のところ、FSX における透過・半透過テクスチャーはサポートしておりません。各

車両のガラス部分は別にモデリングされており、テクスチャービットマップの影響を受けないようになってい

ます。方法を探してはいますが、窓のテクスチャーを描き換える事は出来ません。FS2004 で使えるようにす

るには、DDS/DXT5 フォーマットを使わないようにしてください。DXT3 フォーマットはご利用いただけま

すが、半透過部品が使えませんので、ベストな選択は DXT1 フォーマットだと言えるでしょう。 
 
テクスチャーの大きさ(ピクセル数)は PSD ファイルの大きさを変えないようにして下さい。大抵の場合は

1024*1024 のサイズです。より大きいサイズになりますと FS2004 で使えなくなります。 
 
「AES-VN…-XXXX.BMP」と「AES-VN…-XXXX_LM.BMP」の両方をコンバートしましたら、<FS9 もし

くは FSX>¥AEROSOFT¥AES¥TEXTURE フォルダにコピーして以下の解説を参照してください。 
 
テクスチャーの確認は必ず日中(Day)と夜間(Night)の両方を、出来れば FS2004 と FSX の両方でご確認くだ

さい。 
 
AESHelp におけるリペイントヘルパー機能(Repaint Helper Function in AESHelp) 
FS を起動せずに、AESHelp(バージョン 2.23 以上)のみを起動すると、メインメニューの[EXIT]ボタンの上

に“Repaint Help Object in EDDN”というチェックボックスが表示されます。 
 
このチェックボックスにチェックを入れると、AESHelp は EDDN のランウェイに全ての車両を設置します。

EDDN をアクティベート(activate)する必要はありませんので、チェックだけ入れて AESHelp を終了してく

ださい。 
 
次に FS を起動して、EDDN(ニュルンベルク空港)に移動すると車両を確認する事が出来ますので、テクスチ

ャーが正しく表示されているかをご確認ください。 
 
この機能を無効化するには、FS を終了し AESHelp を起動し、チェックを外してください。 
 
リペイントの ZIP ファイルを作成する。(Creating the Repaint ZIP File) 
リペイントが完了したら、作成した BMP ファイルを Zip ファイルにまとめましょう。 
 
Zip には「あなたのお名前」および「メールアドレス」を記載したテキストファイルを同梱して下さい。それ

によってコピーライトが明確になります。 
 
Zip ファイルには「AES Repaints for EDDF 1-0.ZIP」や「LSG Catering 1-0.ZIP」のようにユーザーがどの

種類の車両でどの空港の為のファイルか推測しやすい名前を付けてください。アップデート予定がある場合は

バージョン番号を含めるのも良いでしょう。 



 
リペイントファイルのアップロード(Upload of the Repaint Files) 
アップロードはエアロソフトのフォーラムにご用意しましたダウンロードデータベースにお願いします。全て

のユーザーはこのデータベースにリペイントを探しに行きますので、容易にあなたのリペイントに辿り着く事

が出来るでしょう。下のリンクは AES のサブセクションで「Airport Vehicle Repaints」の URL です。 
http://forum.aerosoft.com/index.php?/files/category/42-airport-vehicle-repaint/ 

 

「Upload File」ボタンを押すとファイル選択画面に移動します。(エアロソフトフォーラムへのユーザー登録

およびサインインが必要です。) [Click to Upload Files]ボタンからアップロードするファイルを選択し、必要

な情報を記入し、[Add Submission]ボタンを押してください。「File Name(ファイル名：必須)、File Version(フ
ァイルバージョン)、File Tags(ファイルタグ)、Change Log(変更履歴)、Description(解説：必須) 

 



 
コメントとフィードバック(Comments and Feedback) 
 
ご質問等がございましたら Aerosoft フォーラムの「Airport Enhancement Services」エリアでお問合せくだ

さい。 
 
そこでは将来的な開発予定やテクスチャーの変更点などを告知する予定です。 
 
※ 株式会社オーバーランドでは AES リペイントキットに関するお問い合わせにつきましては、お答えしか

ねますので予めご了承のほどよろしくお願い申し上げます。 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


